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第
74
回
Ｊ
Ａ
通
常
総
会

全
議
案
原
案
通
り
承
認

全
議
案
原
案
通
り
承
認

ＪＡ綱領朗唱様子ＪＡ綱領朗唱様子

総会の様子総会の様子退任役員挨拶退任役員挨拶

　

第
七
十
四
回
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
通

常
総
会
が
六
月
八
日
午
前
十
時
よ

り
Ｊ
Ａ
三
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

本
総
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
来
賓
を
招
待
せ
ず
、
組
合
員

に
は
議
決
権
行
使
書
面
に
よ
る
議

決
権
の
行
使
を
奨
励
し
た
中
で
実

施
さ
れ
た
。

　

正
組
合
員
百
九
十
五
名
中
百
六

十
四
名
（
本
人
出
席
十
六
名
、
代

理
出
席
二
名
、
書
面
議
決
百
四
十

六
名
）
の
出
席
で
、
定
款
に
定
め

る
定
足
数
に
達
し
成
立
し
た
。
開

会
宣
言
の
後
、
出
席
者
に
よ
り
Ｊ

Ａ
綱
領
の
朗
唱
が
行
わ
れ
、
小
椋

代
表
理
事
組
合
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ

禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
等
不
安
定
な
国
際
情

勢
に
よ
り
、
燃
油
を
は
じ
め
肥
料
、

生
産
額
は
過
去
最
高
の
四
十
五
億

円
（
前
年
対
比
百
二
十
一
％
）
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
酪
農
畜
産
関
係
に
つ
い

て
は
、
生
乳
生
産
は
粗
飼
料
の
収

量
・
品
質
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と

と
規
模
拡
大
農
家
の
増
頭
な
ど
前

年
を
上
回
る
状
況
が
続
き
十
三
万

七
千
二
百
四
十
五
ｔ
の
生
産
に
達

し
、
生
産
額
も
百
四
十
一
億
四
千

万
円
に
達
し
た
。
個
体
販
売
に
つ

い
て
は
、
乳
用
牛
は
全
国
的
に
飼

養
頭
数
増
加
や
生
乳
の
需
給
緩
和

状
況
等
か
ら
、
前
年
対
比
で
育
成
・

初
妊
牛
問
わ
ず
値
下
げ
傾
向
で
推

移
し
て
い
る
が
、
肉
用
牛
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
状
況
か
ら

家
庭
内
消
費
の
高
水
準
が
維
持
さ

れ
、
回
復
傾
向
で
推
移
し
、
産
出

額
と
し
て
は
八
十
一
億
八
千
万
円
、

酪
農
畜
産
部
門
で
は
二
百
二
十
三

億
二
千
万
円
の
取
扱
高
を
上
げ
、

本
町
の
農
業
生
産
額
は
前
年
対
比

百
七
・
九
％
の
二
百
六
十
八
億
三

千
万
円
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

ま
た
、
購
買
部
門
に
お
い
て
も
過

去
最
高
の
六
十
五
億
円
の
取
扱
い

を
記
録
し
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
当
期
未
処
分
剰
余

金
は
三
億
七
千
万
円
と
な
り
、
本

年
よ
り
実
施
す
る
出
資
配
当
に
事

業
分
量
割
配
当
を
合
わ
せ
、
一
億

二
千
四
百
万
円
の
配
当
を
提
案
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
内
外
情
勢
の

苦
境
に
も
め
げ
ず
、
生
産
拡
大
に

意
欲
を
持
ち
日
々
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
積
み
重
ね
て
い
る
組
合
員
各
位

の
努
力
の
賜
物
と
敬
意
を
表
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
開
会
挨
拶

し
た
。

　

議
長
は
、
宮
内
筆
頭
理
事
が
務

め
議
事
に
入
り
、
決
算
報
告
、
報

告
事
項
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
瓦
井

代
表
監
事
の
監
査
報
告
後
質
疑
が

行
わ
れ
た
。
議
案
第
一
号
定
款
の

一
部
変
更
、
議
案
第
二
号
令
和
三

年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
、
議
案
第
三
号

令
和
四
年
度
事
業
計
画
の
設
定
、

議
案
第
四
号
賦
課
金
の
賦
課
及
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
議
案
第
五

号
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議
案

第
六
号
役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い

て
、
議
案
第
七
号
退
任
役
員
に
対

す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に

飼
料
な
ど
の
農
業
資
材
が
高

騰
し
、
生
産
基
盤
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一

時
も
早
く
国
際
情
勢
等
が
安

定
し
、
我
々
の
使
命
で
あ
る

安
定
的
な
食
料
の
供
給
が
行

え
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
昨
年
度
の
本
町

の
農
業
生
産
関
係
に
つ
い
て

は
、
六
月
の
大
雨
、
降
雹
に

よ
り
一
部
で
被
害
を
受
け
た

も
の
の
、
作
物
全
般
に
生
育

は
良
好
に
推
移
し
た
。
台
風

等
の
大
き
な
自
然
災
害
も
な

く
、
結
果
、
農
産
物
総
体
の

つ
い
て
の
提
出
議
案
す
べ
て
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

本
年
は
、
役
員
改
選
期
で
あ
り
、

新
旧
役
員
の
挨
拶
の
あ
と
、
小
椋

代
表
理
事
組
合
長
に
よ
る
閉
会
挨

拶
を
も
っ
て
通
常
総
会
は
無
事
終

了
し
た
。
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筆頭理事　筆頭理事　高橋　昭博高橋　昭博

理事　理事　髙木　　茂髙木　　茂

代表監事　代表監事　泉田　吉徳泉田　吉徳

常勤監事　常勤監事　松岡　秀行松岡　秀行

常務理事　常務理事　辺見　　仁辺見　　仁

理事　理事　嶋木　勝美嶋木　勝美

理事　理事　菅原　　彰菅原　　彰

員外監事　員外監事　猪狩　敏勝猪狩　敏勝

専務理事　専務理事　大道　欣実大道　欣実

代表理事組合長代表理事組合長　　小椋　茂敏小椋　茂敏

理事　理事　泉田　和寛泉田　和寛

理事　理事　布谷　知宏布谷　知宏

一般監事　一般監事　西原　正行西原　正行

新役員新役員
体制体制
新役員新役員
体制体制
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各 種 委 員
令和４年６月８日　現在

１．よつ葉乳業ＫＫ　監査役 代表理事組合長 小 椋   茂 敏

２．士幌馬鈴薯施設運営専門委員 理　　事 高 橋 　 昭 博

理　　事 菅 原 　 　 彰

３．北十勝農協理事研修会役員 理　　事 泉 田 　 和 寛 委員

理　　事 高 橋 　 昭 博 監事

４．北十勝農協監事協議会役員 代表監事 泉 田 　 吉 徳

５．部門専門委員会

総務・経済委員会

理事（委員長） 泉 田 　 和 寛

理事（副委員長） 嶋 木 　 勝 美

理　　事 高 橋 　 昭 博

理　　事 髙 木 　 　 茂

理　　事 菅 原 　 　 彰

理　　事 布 谷 　 知 宏

畜産部・牧場部委員

理事（委員長） 高 木 　 　 茂

理事（副委員長） 布 谷 　 知 宏

理　　事 高 橋 　 昭 博

理　　事 泉 田 　 和 寛

理　　事 菅 原 　 　 彰

理　　事 嶋 木 　 勝 美

農産部・

� 営農振興部委員会

理事（委員長） 高 橋 　 昭 博

理事（副委員長） 菅 原 　 　 彰

理　　事 泉 田 　 和 寛

理　　事 髙 木 　 　 茂

理　　事 嶋 木 　 勝 美

理　　事 布 谷 　 知 宏

６．上士幌町農業委員 専務理事 大 道 　 欣 実

７．上士幌町家畜伝染病自衛防疫推進委員 専務理事 大 道 　 欣 実

８．上士幌町農業後継者対策推進委員 理　　事 泉 田 　 和 寛

　　令和２年６月１日〜令和５年５月31日 理　　事 高 橋 　 昭 博

理　　事 髙 木 　 　 茂 監事

９．上士幌町農業経営支援センター経営者会議 代表理事組合長 小 椋   茂 敏

　　令和４年４月１日〜令和６年３月31日 専務理事 大 道 　 欣 実

10．上士幌町農業振興審議会委員 専務理事 大 道 　 欣 実

　　令和４年１月１日〜令和６年12月31日 常務理事 辺 見 　 　 仁

11．５農協馬鈴薯施設運営委員 代表理事組合長 小 椋   茂 敏

12．十勝酪農畜産対策協議会常任委員 代表理事組合長 小 椋   茂 敏

13．十勝地区農協畑作青果対策委員 代表理事組合長 小 椋   茂 敏

14．十勝乳牛検定組合代表者代理人 理　事 布 谷 　 知 宏
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こ
の
度
、
第
七
十
四
回
通
常
総
会

を
も
ち
ま
し
て
理
事
を
退
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
大
過

な
く
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
も
組
合
員
の
皆
様
、
各
関
係
機
関

の
ご
支
援
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
六
月
に
入
り
あ
る
程
度
の
播

付
け
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
察
し

ま
す
が
、
今
年
は
風
が
強
い
日
が
多

く
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
収
束
の
目
処
が
立
た
ず
、
経
済
へ

の
影
響
が
日
増
し
に
高
ま
り
農
産
物

の
消
費
に
陰
り
が
見
え
、
今
後
の
対

策
が
急
が
れ
る
処
で
あ
り
ま
す
。
特

に
乳
製
品
に
つ
い
て
は
消
費
低
迷
か

ら
令
和
四
年
度
の
生
乳
生
産
の
抑
制

に
つ
い
て
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
中

で
、
生
産
資
材
・
飼
料
の
高
騰
で
農

業
経
営
の
環
境
が
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
て
ん
菜
・
小
豆
な

ど
も
今
後
の
作
付
に
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
処
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
農
協
運
営

の
舵
取
り
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
執
行
体
制
に
て
Ｊ

Ａ
職
員
と
一
体
と
な
り
上
士
幌
町
農

協
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
御

家
族
皆
様
の
健
康
と
、
本
年
も
豊
穣

の
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
る
事
を
祈
念

致
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

前
専
務
理
事

�

齋
　
藤
　
哲
　
也

前
筆
頭
理
事

�

宮
　
内
　
雅
　
吐

　

退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
の
第
七
十
四
回
通
常
総
会
を
も
っ

て
、
三
期
九
年
間
の
理
事
の
職
務
を
大
過
な

く
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
組

合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
役
職
員
、
関
係
機

関
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

就
任
当
時
を
顧
み
ま
す
と
、
Ｊ
Ａ
取
扱
高

は
百
五
十
億
だ
っ
た
も
の
の
、
毎
年
そ
の
額

は
増
加
を
続
け
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
生

産
額
は
二
百
六
十
八
億
円
と
過
去
最
高
の
生

産
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
内
外
情

勢
の
苦
境
に
も
め
げ
ず
生
産
拡
大
に
意
欲
を

持
ち
、
日
々
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
る
組
合
員
各
位
の
努
力
の
賜
物
と
敬
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、世
界
的
な
取
り
組
み
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
十
七
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
掲
げ

ら
れ
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
環
境
負
荷
軽

減
へ
の
動
き
が
示
さ
れ
る
中
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
と
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
農
業
所
得
の
増
大
、
生
産
基

盤
の
確
立
、
持
続
的
な
農
業
を
支
え
て
い
く

為
に
も
率
先
し
た
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
と
と
も

に
、
次
世
代
受
け
継
が
れ
る
目
指
す
姿
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
症
し
て
以
来
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
終
息
に
は
至
ら
ず
、
国
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
普
及
を
進
め
な
が
ら
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
実
施
、

解
除
を
繰
り
返
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
端
に
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
は
急
速
に
進
む
事
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
農

業
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
営
農
改
善

や
、
Ｊ
Ａ
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
業
と
い
う
仕
事

を
よ
り
魅
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
事
は
も
ち

ろ
ん
、
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
食
の
安
全
、

安
心
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
山

積
す
る
課
題
の
解
決
に
は
組
合
員
、
役
職
員
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
協
同
の
力
を
発

揮
し
取
り
組
む
事
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
御
家
族
の

皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
Ｊ
Ａ
上

士
幌
町
の
ご
隆
盛
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
六
月
八
日
の
第
七
十
四
回

通
常
総
会
を
も
っ
て
理
事
を
退
任
致

し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
よ
り
、

三
期
九
年
間
の
職
務
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
微
力
な
が
ら
今
日
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
事
は
、
組
合
員
、

役
職
員
皆
様
方
の
ご
指
導
に
よ
る
も

の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
九
年
間
を
顧
み
ま
す
と
、
歴

代
役
職
員
の
方
々
や
組
合
員
各
位
で

取
り
進
め
て
き
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

事
業
や
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
拡

張
、
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
事
業
や
育

成
預
託
事
業
な
ど
新
た
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
取
扱
高
が
二

　

退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
六
月
八
日
の
第
七
十
四
回

通
常
総
会
を
も
っ
て
理
事
を
退
任
致

し
ま
し
た
。
八
年
間
の
職
務
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
組
合
員
、
役
職
員
皆

様
に
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
大
過
な
く
無
事
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
又

百
六
十
億
を
超
え
る
大
成
長
を
間
近

で
感
じ
ら
れ
た
経
験
は
、
私
に
と
っ

て
一
生
涯
の
宝
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
世
界
的
に
抱
え
て
い
る
問
題

は
、
直
接
農
業
に
影
響
を
与
え
る
問

題
で
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
情
勢
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
と
Ｊ

Ａ
役
職
員
の
皆
様
が
協
同
の
力
を
集

結
さ
れ
、
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ

て
い
け
ば
、
必
ず
上
士
幌
町
の
農
業

は
発
展
す
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員

と
そ
の
ご
家
族
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、

退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
問
題
で

農
業
情
勢
は
一
層
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
新
役
員
、
組
合
員
、

職
員
の
英
知
を
結
集
さ
せ
れ
ば
必
ず

明
る
く
発
展
で
き
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆

様
並
び
に
上
士
幌
農
協
の
益
々
の
御

発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

前
理
事

�

楠
　
　
　
久
　
男

前
理
事

�

猪
　
狩
　
平
吉
郎



Ｊ Ａ か み し ほ ろ 令和４年７月１日第429号（ ）6

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
農
作
業

に
ご
多
忙
の
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
六
月
八
日
の
第
七
十
四
回
通
常

総
会
を
も
ち
ま
し
て
監
事
の
職
を
退
任
致
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
よ
り
監
事
を
二
期
六
年
間
、

平
成
三
十
一
年
よ
り
代
表
監
事
を
一
期
三
年

間
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
の
業
務
の
執
行
を
監
査
す

る
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
就
任
当
初
は
、
監
事
の
職
務
を
全
う
出

来
る
の
か
、
正
直
不
安
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
、
大
過
な
く
無
事

職
務
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

監
事
と
し
て
九
年
間
を
振
り
返
る
と
、
多

く
の
事
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
協
改
革
の
名
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機

構
か
ら
会
計
士
監
査
へ
の
移
行
に
伴
い
、
Ｊ

Ａ
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
、

内
部
牽
制
の
体
力
作
り
等
々
、
多
く
の
事
を

勉
強
し
ま
し
た
。
監
事
と
し
て
特
に
心
に
残

る
の
は
、
常
勤
監
事
の
設
置
で
し
た
。
常
勤

監
事
の
存
在
は
大
き
く
、
監
査
業
務
の
向
上

　

退
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
六
月
八
日
の
第
七
十
四
回
通

常
総
会
を
も
っ
て
理
事
を
退
任
致
し
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
五
年
よ
り
三
期
九
年
間
、
微

力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
農
協
運
営
に
携
わ

る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
組
合
員
の
皆

様
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
の
お
陰
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
情
勢
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
て
か
ら
三
年
目
を

迎
え
未
だ
終
息
の
目
処
が
立
た
ず
、
国
内

外
の
景
気
が
低
迷
す
る
中
、
我
々
が
生
産

す
る
農
畜
産
物
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
円
安
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
世
界
情
勢
の
不

安
定
化
は
、
生
活
物
資
、
生
産
資
材
の
値

上
げ
、
と
り
わ
け
燃
油
、
肥
料
、
飼
料
等
、

経
営
に
お
い
て
利
益
に
直
結
す
る
重
大
な

不
安
要
素
と
な
り
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら

食
料
安
全
保
障
が
叫
ば
れ
る
様
に
な
り
ま

に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
内

部
監
査
室
と
の
連
携
に
よ
り
強
固
な
監
査
体

制
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
又
、
Ｊ
Ａ

の
業
務
が
年
々
拡
大
し
て
い
く
中
で
不
祥
事

の
未
然
防
止
や
内
部
牽
制
の
充
実
を
図
る
に

は
、
監
査
体
制
の
充
実
が
よ
り
重
要
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
中
、

今
年
に
入
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
よ
り
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
、

飼
料
、
肥
料
等
生
産
資
材
関
連
の
原
材
料
の

値
上
が
り
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は

よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
様
な
中
、
今
後
も
上
士
幌
の

農
業
が
将
来
に
亘
り
、
若
い
世
代
に
引
き
継

が
れ
、
地
域
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
為
に
は

組
合
員
の
皆
様
と
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
が
、

協
同
の
名
の
下
に
協
力
し
合
い
、
こ
の
難
局

を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

最
後
に
、
組
合
員
並
び
に
Ｊ
Ａ
役
職
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
、
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
の
益
々

の
御
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
た
が
、
生
乳
生
産
の
抑
制
、
て
ん
菜
の

作
付
面
積
の
縮
小
等
、
生
産
活
動
が
制
約

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
生
産
し
た
農
畜

産
物
が
余
す
こ
と
な
く
消
費
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
事
業
基
盤
、

経
営
基
盤
を
も
と
に
、
ど
の
様
に
活
用
し

発
展
さ
せ
る
か
、
そ
し
て
永
続
的
に
上
士

幌
農
業
を
発
展
さ
せ
る
か
は
、
Ｊ
Ａ
と
組

合
員
が
今
ま
で
以
上
に
情
報
を
共
有
し
意

見
を
出
し
合
い
、意
思
疎
通
を
図
り
、方
向

性
を
し
っ
か
り
定
め
前
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
人
、

先
達
諸
氏
が
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
今

の
上
士
幌
農
業
が
あ
る
様
に
、
こ
の
苦
境

も
必
ず
や
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
組
合
員
御
家
族
の
皆
様
、
役
職

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
上
士
幌
町
農
協

の
益
々
の
御
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
退

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

前
理
事

�

高
　
木
　
　
　
聰

前
代
表
監
事

�

瓦
　
井
　
　
　
博
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こ
の
度
の
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し

て
、
常
勤
監
事
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
よ
り
一
期
三
年
を
常
勤

監
事
と
し
て
監
査
業
務
に
従
事
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
組
合
員
の

皆
様
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は

日
々
刻
々
と
変
化
し
て
行
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様

と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
が
共
同
の
力

を
発
揮
さ
れ
、
上
士
幌
農
業
並
び
に

Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
が
益
々
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
組
合
員
の
皆
様
と
Ｊ
Ａ

役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

前
常
勤
監
事

�

菊
　
池
　
長
　
志
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理
事
会
だ
よ
り

報
告
事
項

１
．
組
合
員
の
加
入
、
脱
退
に
つ
い
て

２
．
令
和
３
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

３
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

４
．
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
係
る

報
告
に
つ
い
て

５
．
令
和
３
年
度
生
乳
出
荷
実
績
に
つ

い
て

６
．
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
倉
庫
新
設
工
事

に
係
る
設
計
監
理
業
務　

見
積
合

せ
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

第
74
回
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

令
和
４
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施

計
画
書
の
策
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
係
る

事
前
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

肉
用
牛
生
産
振
興
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
倉
庫
新
設
工
事

に
係
る
建
設
業
者
の
指
名
に
つ
い

て

議
案
第
８
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
11
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
12
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
13
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
14
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
15
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
令
和
３
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施

報
告
に
つ
い
て

２
．
営
農
貯
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て

３
．
第
56
回
上
士
幌
町
家
畜
品
評
会
の

開
催
に
つ
い
て

４
．
上
士
幌
町
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
の

利
用
料
金
（
変
更
）
承
認
申
請
に

つ
い
て

５
．
全
農
Ｅ
Ｔ
研
究
所
の
家
畜
飼
養
管

理
に
関
す
る
事
務
委
託
契
約
書
の

締
結
に
つ
い
て

６
．
上
士
幌
町
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
の

管
理
に
関
す
る
指
定
管
理
基
本
協

定
書
等
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

第
74
回
通
常
総
会
提
出
議
案
の
う

ち
、
事
業
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

固
定
資
産
（
資
本
的
支
出
）
の
取

得
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
令
和
３
年
度
決
算
監
査
報
告
に
つ

い
て

２
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

４
．
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
に
つ

い
て

５
．
令
和
３
年
度
余
裕
金
運
用
実
績
に

つ
い
て

６
．
令
和
３
年
度
単
体
自
己
資
本
比
率

の
状
況
に
つ
い
て

７
．
令
和
３
年
度
自
己
査
定
結
果
に
つ

い
て

８
．「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
」

の
策
定
に
つ
い
て

９
．
令
和
３
年
度
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
報
告
並
び
に
令

和
４
年
度
対
策
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

令
和
３
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
三
年

度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

議
案
第
３
号

　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
補
足
資

料
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に

つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰

労
金
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

第
74
回
通
常
総
会
提
出
議
案
に
つ

い
て

議
案
第
８
号

　
　

第
74
回
通
常
総
会
に
係
る
議
決
権

行
使
書
面
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

　
　

第
74
回
通
常
総
会
招
集
通
知
に
つ

い
て

議
案
第
10
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
11
号

　
　

ス
ラ
リ
ー
タ
ン
カ
ー
取
得
に
係
る

一
般
競
争
入
札
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
12
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
13
号

　
　

固
定
資
産
（
資
本
的
支
出
）
の
取

得
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

組
合
長
、
専
務
理
事
並
び
に
常
務

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

組
合
長
及
び
専
務
理
事
職
務
代
理

者
の
順
位
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

信
用
事
業
専
任
理
事
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
５
号

　
　

各
種
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

令
和
４
年
度
理
事
の
報
酬
額
配
分

の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

退
任
理
事
に
対
す
る
役
員
退
職
慰

労
金
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

　
　

専
務
理
事
の
事
務
引
継
立
会
人
の

指
名
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

　
　

信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
の

決
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　
　

貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
11
号

　
　

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い

て

報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

２
．
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

第
１
回
理
事
会

令
和
４
年
４
月
15
日

第
２
回
理
事
会

令
和
４
年
４
月
22
日

第
３
回
理
事
会

令
和
４
年
５
月
13
日

第
４
回
理
事
会

令
和
４
年
６
月
８
日
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伊藤顕一郎委員長伊藤顕一郎委員長

第

75
回

農
民
同
盟
定
期
総
会

農
民
同
盟
定
期
総
会

　

上
士
幌
町
農
民
同
盟
（
伊
藤
顕

一
郎
委
員
長
）
は
四
月
十
八
日
農

協
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
第

七
十
五
回
定
期
総
会
を
書
面
議
決

に
て
開
催
し
た
。

　

第
七
十
五
回
農
民
同
盟
定
期
総

会
は
、
第
一
号
議
案
令
和
三
年
度

活
動
経
過
報
告
に
つ
い
て
、
第
二

号
議
案
令
和
三
年
度
収
支
決
算
報

告
に
つ
い
て
、
第
三
号
議
案
令
和

四
年
度
活
動
方
針
（
案
）
に
つ
い

て
、
第
四
号
議
案
令
和
四
年
度
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
全
議
案

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

伊
藤
委
員
長
は
「
日
頃
よ
り
本

組
織
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
度
の
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
員
会
、常
任
委
員
会
等
で
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
昨
年
と
同
様
に
書

面
議
決
で
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
中
央
行
動
な
ど
は
、

人
数
や
回
数
の
制
限
な
ど
も
あ
り

本
組
織
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
生

産
現
場
の
声
を
直
接
政
府
に
届
け

る
と
い
う
機
会
が
少
な
く
、
大
変

残
念
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
天
候
に
つ
い
て
は
降
雪
量
も

平
年
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
で
融
雪

期
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

春
耕
期
は
四
月
上
旬
・
中
旬
の
好

天
に
よ
り
平
年
よ
り
や
や
早
く
な

り
ま
し
た
。
四
月
下
旬
か
ら
五
月

中
旬
ま
で
は
高
温
・
多
照
で
経
過

し
ま
し
た
が
、
六
月
十
四
日
に
は

局
地
的
大
雨
や
降
雹
被
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
気
温
・
日

照
時
間
と
も
平
年
よ
り
高
く
作
物

全
般
に
生
育
は
良
好
に
推
移
し
、

台
風
等
に
よ
る
飼
料
用
と
う
も
ろ

こ
し
等
の
倒
伏
被
害
も
な
く
総
じ

て
平
年
作
以
上
の
作
柄
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
十
勝
の
農
協

の
取
扱
高
は
三
千
七
百
三
十
五
億

円
で
、
本
町
の
農
業
生
産
額
は
二

百
四
十
八
億
円
程
を
見
込
む
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

内
外
情
勢
の
苦
境
に
も
め
げ
ず
日
々

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
積
み
重
ね
て
き

た
盟
友
各
位
の
努
力
の
賜
物
と
敬

意
を
表
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
及
び
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
は

四
年
目
、
日
米
貿
易
協
定
は
三
年

目
に
入
り
、
日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
が

二
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
発
足
や
中
国
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
加
盟
申
請
な
ど
国
内
農
業

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
輸
入
動

向
の
監
視
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
農
畜
産
物
の
需
要

の
落
ち
込
み
に
よ
り
脱
脂
粉
乳
や

バ
タ
ー
、
小
豆
や
砂
糖
、
そ
し
て

米
な
ど
在
庫
の
積
み
増
し
に
よ
り

一
刻
も
早
い
在
庫
の
解
消
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
燃
油
や
飼
料
、

肥
料
や
農
薬
な
ど
農
業
に
対
す
る

経
費
が
か
さ
む
中
、
生
産
者
が
安

心
し
て
農
畜
産
物
を
生
産
で
き
る

環
境
を
整
え
る
事
と
、
食
料
自
給

率
三
十
七
％
と
低
下
傾
向
が
続
い

て
お
り
食
料
の
安
定
的
な
供
給
を

確
保
す
る
と
い
う
食
糧
安
全
保
障

の
点
か
ら
も
自
給
率
目
標
の
達
成

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

他
方
、
日
本
に
お
い
て
も
新
た

な
食
料
、
農
業
、
農
村
基
本
計
画

に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
が
示
さ
れ
、
令
和
三
年
五
月
に

は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
実

現
を
図
る
取
組
み
支
援
策
な
ど
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
農
業
な
ど

多
様
な
農
業
の
持
続
的
発
展
を
基

本
に
農
業
の
活
性
化
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
農
村
社
会
や
脱
炭
素
、

環
境
負
荷
軽
減
へ
の
支
援
強
化
に

よ
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に

向
け
た
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
食
料
、
農
業
、
農

村
を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
た
め

に
生
産
現
場
の
声
を
直
接
政
府
に

届
け
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
農
民

組
織
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
一
刻
も
早
い
収
束
と
、

農
作
業
事
故
や
交
通
事
故
等
に
十

分
注
意
さ
れ
、
本
年
も
豊
穣
の
秋

と
な
る
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
総
会
に
つ
い
て
述
べ
た
。
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和
牛
生
産
改
良
組
合

和
牛
生
産
改
良
組
合

第28回

定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
開
催

　

上
士
幌
町
和
牛
生
産
改
良
組
合

（
遠
山
昇
治
組
合
長
）
は
四
月
十

二
日
、
農
協
事
務
所
三
階
会
議
室

に
お
い
て
第
二
十
八
回
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
遠
山
組
合
長
よ

り
「
素
牛
・
枝
肉
共
に
昨
年
並
み

か
ら
や
や
高
値
で
推
移
し
て
お
り
、

今
後
も
安
定
し
た
相
場
形
成
と
良

質
な
素
牛
、
高
品
質
な
枝
肉
生
産

を
し
て
い
く
た
め
に
更
な
る
育
成
・

肥
育
技
術
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

今
日
の
総
会
で
議
事
を
慎
重

に
審
議
し
、
令
和
４
年
度
に

向
け
て
皆
さ
ん
の
有
意
義
な

意
見
を
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
農
協
齋
藤
専
務
理

事
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
議

長
に
上
音
更
の
鈴
木
義
美
さ

ん
が
選
任
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ

に
議
事
が
進
み
全
議
案
承
認

さ
れ
た
。

　

最
後
に
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
藤
屋

信
幸
さ
ん
が
組
合
長
に
選
任

さ
れ
た
。
今
後
も
「
十
勝
ナ
イ
タ

イ
和
牛
の
更
な
る
発
展
、
良
質
な

和
牛
生
産
を
目
標
に
励
ん
で
い
く
。

✿
新
役
員
体
制

組 

合 

長　

藤
屋　

信
幸
（
新
）

副
組
合
長　

齋
藤　
　

豊
（
新
）

理　
　

事　

大
道　

欣
実
（
再
）

　
　

〃　
　

高
井　

教
雄
（
再
）

　
　

〃　
　

福
澤　

嘉
諭
（
再
）

　
　

〃　
　

岩
瀬　

紀
昭
（
新
）

遠山組合長挨拶遠山組合長挨拶

令和３年度

「北海道信用事業優積JA」の表彰について
　

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
が
実
施
し
て

い
る｢

北
海
道
信
用
事
業
優
積
Ｊ

Ａ
表
彰
選
定
基
準｣

に
お
い
て
、

｢

総
合
表
彰
の
部｣

で
全
道
十
三

位
と
な
り
表
彰
さ
れ
た
。

　

四
月
二
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
北
海
道

信
連
帯
広
支
所
の
柴
田
支
所
長
よ

り
、
表
彰
状
の
授
与
の
表
彰
式
が

農
協
事
務
所
に
て
行
わ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
重
点
項
目
と
し
て

①
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
②
Ａ
ラ
ン

ク
利
用
者
（
付
帯
取
引
者
）
③
年

金
口
座
④
新
規
利
用
者
⑤
個
人
Ｉ

Ｂ
に
お
い
て
、
前
年
比
の
増
加
率
、

獲
得
率
を
ポ
イ
ン
ト
換
算
し
て
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
が
決
定
さ
れ
て
い

る
。

　

本
受
賞
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
・

地
域
利
用
者
皆
様
の
ご
協
力
、
ご

利
用
の
も
と
成
し
得
た
も
の
で
あ

り
、
深
く
感
謝
を
し
、
今
後
も
安

心
し
て
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
と

し
て
努
力
し
て
い
く
。

表彰状を受け取る小椋組合長表彰状を受け取る小椋組合長
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自慢自慢のの家畜競家畜競いい合合うう
上士幌町家畜品評会開催上士幌町家畜品評会開催第56回

　

町
、
Ｊ
Ａ
、
北
海
道
農
業
共
済

組
合
主
催
の
第
五
十
六
回
上
士
幌

町
家
畜
品
評
会
が
、
六
月
六
日
に

農
村
多
目
的
広
場
で
好
天
の
中
開

催
さ
れ
た
。

　

大
会
長
で
あ
る
竹
中
町
長
の
挨

拶
で
開
会
し
、
町
内
の
酪
農
・
畜

産
農
家
か
ら
乳
牛
三
十
八
頭
、
肉

牛
二
十
一
頭
が
出
場
し
た
。
出
品

者
は
早
朝
か
ら
本
番
を
前
に
し
て

家
畜
の
手
入
れ
に
余
念
が
な
く
、

日
頃
丹
精
込
め
て
育
て
た
自
慢
の

家
畜
を
競
い
合
っ
た
。

　

審
査
員
は
乳
牛
の
部
を
士
幌
町

酪
農
家
の
山
岸
剛
氏
、
肉
牛
の
部

を
一
般
社
団
法
人
北
海
道
酪
農
畜

産
協
会
家
畜
登
録
改
良
部
改
良
指

導
課
主
査
の
髙
橋
健
一
郎
氏
が
担

当
し
、
体
型
・
特
質
・
品
質
等
慎

重
に
手
際
よ
く
審
査
し
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
例
年
行
っ
て
い
た
農
産
物
加

工
品
の
販
売
、
よ
つ
葉
製
品
や
Ｊ

Ａ
女
性
部
に
よ
る
豚
汁
な
ど
の
催

し
物
が
提
供
で
き
ず
制
限
が
あ
る

中
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
令
和

元
年
度
以
来
三
年
振

り
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

　

最
後
に
副
大
会
長

の
小
椋
代
表
理
事
組

合
長
か
ら
表
彰
状
の

授
与
と
閉
会
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
終
了
し

た
。
今
回
上
位
に
入

賞
し
た
乳
牛
、
肉
牛

は
十
勝
、
全
道
の
共

進
会
に
出
場
す
る
事

と
な
り
、
本
町
の
出

品
牛
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

経産牛　最高位経産牛　最高位
ハツピーライン ＡＲＫ ＤＭ フアンタジスタ ＥＴハツピーライン ＡＲＫ ＤＭ フアンタジスタ ＥＴ

竹中大会長挨拶竹中大会長挨拶

乳牛の部　審査風景乳牛の部　審査風景

肉牛の部　最高位　ちゃも肉牛の部　最高位　ちゃも

肉牛の部　審査風景肉牛の部　審査風景
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第56回上士幌町家畜品評会　入賞結果

【乳牛の部】 出品頭数38頭

経　　産 最 高 位 ハッピーライン ＡＲＫ ＤＭ フアンタジスタ ＥＴ 田　智貴

経　　産 準最高位 ハイロード サイドキツク エクセル 小椋　淳一

未 経 産 最 高 位 ハイロード チヤーリーキング ビビデイ ＥＴ 小椋　淳一

未 経 産 準最高位 ハツピーライン キングドツク アデイーン 田　智貴

９ヶ月未満 １ 等 ハツピーライン キングドツク アデイーン 田　智貴

９ヶ月以上12ヶ月未満 １ 等 ハイロード アンデイ カトリーヌ アポロ 小椋　淳一

12ヶ月以上15ヶ月未満 １ 等 ハイロード チヤーリーキング ビビデイ ＥＴ 小椋　淳一

15ヶ月以上18ヶ月未満 １ 等 ハツピーグローリー ウオルナツトローン プロント 熊谷　　肇

18ヶ月以上24ヶ月未満 １ 等 ハツピーグローリー ドアマン エメラルド 熊谷　　肇

２歳経産 １ 等 ハツピーグローリー ハイオクターン エアレイル 熊谷　　肇

３歳経産 １ 等 ハイロード サイドキツク エクセル 小椋　淳一

４歳以上経産 １ 等 ハッピーライン ＡＲＫ ＤＭ フアンタジスタ ＥＴ 田　智貴

【肉牛の部】 出品頭数21頭

最 高 位 ち　ゃ　も ㈲福澤農場

準最高位 ゆ う か ３ ㈲福澤農場

７ヶ月以上10ヶ月未満 １等１席 ゆ う か ３ ㈲福澤農場

〃 １等２席 さ　き　は 舟根　忍徳

10ヶ月以上12ヶ月未満 １ 等 し よ ふ く 大道　欣実

12ヶ 月 以 上 未 経 産 １等１席 ち　ゃ　も ㈲福澤農場

１等２席 ま ん め ん ㈲遠山農場
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放牧開始ナイタイナイタイ高原牧場高原牧場

　５月中旬、ナイタイ高原牧場において今年度の放牧が開始された。各利用者の預託牛は日本一

の広さを誇る大草原に勢いよく駆け出していく。

　牧場への入牧は毎月実施されており、毎月約百頭の育成牛が町内酪農家より委託される。

　家畜車・酪農家のトラックで次々と運び込まれ、担当者によってイヤータック付け・写真撮影

が行われた。

　「健康で大きな初任牛になって欲しい」との畜主の期待に沿うよう、職員たちは日々の健康管

理に励む。

一斉に放たれる入牧牛一斉に放たれる入牧牛 イヤータック付けの様子イヤータック付けの様子

野
菜
苗
即
売
会

野
菜
苗
即
売
会

大
盛
況

大
盛
況
にに
終終
わ
る
わ
る

　

野
菜
苗
即
売
会
が
五
月
十
九
日
、
二
十
日
の
二

日
間
、
生
産
資
材
店
舗
前
で
行
わ
れ
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
た
。
苗
は
例
年
好
評
を
得
て
お
り
、

品
質
・
発
育
と
も
好
評
で
、
多
く
の
町
民
が
足
を

運
び
段
ボ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
買
い
求
め
て
い
た
。

　

野
菜
は
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
が
あ

り
豊
富
な
品
揃
え
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
花
苗
や
接
木
苗
、
配
合
飼
料
な
ど
も

販
売
さ
れ
、
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
家
路
を
急
い

で
い
た
。
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一本一本丁寧に選果され、出荷されるアスパラガス一本一本丁寧に選果され、出荷されるアスパラガス

家
の
光

７
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

【
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

　

食
の
支
援
】

　

経
済
格
差
の
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
食
を
め
ぐ
る
環
境
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
し
た
ら
改
善
で

き
る
か
、
地
域
の
幅
広
い
世

代
が
集
う
子
ど
も
食
堂
な
ど

へ
の
支
援
か
ら
考
え
ま
す
。

　

地
方
色
豊
か
な
日
本
の
ナ

ス
。
各
生
産
地
を
地
図
上
で

確
認
し
、
歴
史
な
ど
を
探
る

ほ
か
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
た
在
来
種
な
ど
特
徴
的

な
ナ
ス
の
産
地
を
訪
ね
、
生

産
の
様
子
や
地
域
で
愛
さ
れ

て
い
る
食
べ
方
を
リ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。ま
た
、丸
ナ
ス
や
長

ナ
ス
な
ど
種
類
別
に
、そ
の
特

性
と
お
勧
め
の
調
理
法
、
レ

シ
ピ
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

８
月
号
予
告

【
こ
ん
な
に
多
彩
！

　

日
本
の
ナ
ス
】

行
事
予
定

７
月

４
日　
　
　

育
成
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

13
日　
　
　

和
牛
市
場

15
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

７
月
中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

21
日　
　
　

乳
牛
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

27
日　
　
　

馬
市
場

８
月

３
日　
　
　

育
成
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

８
月
中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

16
日　
　
　

和
牛
市
場

18
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

25
日　
　
　

乳
牛
市
場

昼夜の寒暖差で甘みをググ～ン～ンと増した

グリーンアスパラガス
今年も収穫が始まりました�
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農畜産物消費拡大運動　道の駅　販売イベント
　

四
月
三
十
日
、
五
月
一
日
の
二
日
間
、「
道

の
駅
か
み
し
ほ
ろ
」
に
て
、
屋
外
テ
ン
ト
を

張
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
運
動
を
行
っ

た
。
十
一
月
開
催
の
好
評
を
受
け
て
二
回
目

と
な
る
。

　

特
産
品
の
「
十
勝
ナ
イ
タ
イ
和
牛
」
や
地

元
産
の
あ
ん
こ
を
使
っ
た
ピ
ザ
、
あ
ん
こ
・

ご
ぼ
う
味
の
「
ほ
ろ
ん
ま
ん
」・
豆
缶
・
甘

納
豆
・
あ
ん
こ
な
ど
十
一
品
を
販
売
。

　

そ
の
場
で
、
ナ
イ
タ
イ
和
牛
や
あ
ん
こ
、

チ
ー
ズ
な
ど
を
ピ
ザ
生
地
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

石
窯
で
焼
き
上
げ
出
来
た
て
を
提
供
し
た
。

　

購
入
者
に
は
一
日
二
百
本
限
定
で
よ
つ
葉

特
選
北
海
道
牛
乳
（
Ｌ
Ｌ
牛
乳
）
一
本
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
、
訪
れ
た
観
光
客
や
家
族

連
れ
に
喜
ば
れ
た
。

　

今
後
も
上
士
幌
町
の
特
産
品
を
使
っ
て
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
上
士
幌
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡

大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
倉
庫
新
築
工
事

安
全
祈
願
祭

安
全
祈
願
祭

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
倉
庫
新
築
工

事
に
係
る
安
全
祈
願
祭
が
五
月
二

十
八
日
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
敷
地

内
で
関
係
者
の
出
席
を
も
っ
て
開

催
さ
れ
た
。

　

施
主
側
と
し
て
小
椋
代
表
理
事

組
合
長
が
「
日
々
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
の
機
械
も
行
き
来
す
る
た
め

作
業
時
の
事
故
に
注
意
し
、
工
事

に
あ
た
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
。

次
に
施
工
側
の
挨
拶
と
続
き
、
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
乾
杯
が
行
わ

れ
終
了
し
た
。

　

本
工
事
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

事
業
の
規
模
拡
大
に
よ
り
、
機
械

類
の
保
管
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
背
景
に
建
設
に

つ
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
工
期

に
つ
い
て
は
六
月
上
旬
に
着
工
さ

れ
十
一
月
中
に
完
成
・
引
渡
し
を

予
定
し
て
い
る
。

道の駅かみしほろにて道の駅かみしほろにて

石窯焼き上げピザ石窯焼き上げピザ
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酪 農 情 報
令和４年度４月　生乳受託販売実績数量

受託
戸数

受託乳量 前年比
乳　代
①

単価
補給金
②

合　　　計
①＋②

単価
前年
との差

上士幌町
戸
61

㎏
11,013,440.0

％
99.4

円
1,031,599,256

円
93.67

円
97,012,987

円
1,128,612,243

円
102.48 0.37

十　勝
管内計

1,058 112,405,650.1 103.6 10,550,071,280 93.86 990,136,403 11,540,207,683 102.67 0.63

全道計 4,900 347,412,278.5 102.9 32,784,773,777 94.37 3,060,215,796 35,844,989,573 103.18 0.81

家畜市場成績

令和４年度　ホクレン十勝地区乳牛市場消流情報（４.５.26）

初妊牛小計 経産牛小計 合　　計 上士幌町

出場頭数 頭 542 79 624 49

成立頭数 頭 470 70 543 47

売買比率 ％ 86.7 88.6 87.0 95.9

売買金額 円 263,115,600 26,446,200 290,892,800 26,929,100

最高金額 円 1,175,900 856,900 1,175,900 1,113,200

最低金額 円 235,400 125,400 125,400 279,400

平均金額 円 559,820 377,803 535,714 572,960

令和４年度　ホクレン十勝肉牛市場消流情報（４.５.19）

黒毛和種・メス 黒毛和種・去 乳用交雑・メス 乳用交雑・去

出場頭数 頭 476 737 1,785 1,573

成立頭数 頭 453 696 1,616 1,379

売買比率 ％ 95.2 94.4 90.5 87.7

売買金額 円 292,740,800 528,331,100 470,650,400 515,751,500

最高金額 円 949,300 1,042,800 475,200 558,800

最低金額 円 418,000 225,500 17,600 225,500

平均金額 円 646,227 759,096 291,244 374,004
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山や

ま

本も

と　
　

蓮れ

ん

�

（
北　

門
）

根ね

本も

と　

優ゆ

う

嗣じ

�

（
上
士
幌
）

①Ｈ15.９.７　　②畑作

③読書、ゲーム

④高校卒業後すぐに実家に帰り就農しまし

た。沢山学び、楽しく農業を営めたらと

思います。未熟者ですがよろしくお願い

致します。

①Ｈ13.10.17　　②畑作

③映画鑑賞

④就農したばかりで未熟な部分の方が多い

ですが、これから農業の知識、技術、農

作業を覚え早く一人前になれるよう精一

杯頑張ります。これからよろしくお願い

致します。

新新しくしく２２名名がが入部入部
今後今後のの活躍活躍にに期待期待��

①生年月日　②経営形態　③趣味　④抱負

人
事
の

動
き

新
入
職
員
紹
介

退
職
者
　
四
月
三
十
日
付

　

農
産
部
考
査
役

�

田　

島　

一　

之

◦
生
年
月
日

　
　

昭
和
58
年
３
月
19
日

◦
出

身

地

　
　

本
別
町

◦
現

住

所

　
　

上
士
幌
町

◦
最
終
学
歴

　
　

上
士
幌
高
等
学
校

◦
趣
　
　
味

　
　

釣
り

◦
抱
　
　
負

　
　

事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
頑
張
り
ま
す
。

平
ひら

尾
お

　晃
こう

一
いち

（酪農課）
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